
【魚類資源の産卵場や育成場としての機能を有する多様な藻場を造成】
　①藻場を繁茂させる面積　61,700m2
■藻場整備面積
［対象事業：水産物供給基盤整備事業］

5地区

整備計画策定時
百万円 百万円 m2 m2 %

事業名 地区名 総計画事業費 計画期間事業費 漁場名 整備面積 整備面積 整備率 備　　　考

留萌 210 132 増毛津田屋・増毛岩尾 10,800 6,694 62.0% H27からの計画で整備継続中

函館 873 33 渡島函館 2,700 2,700 100.0% H23地域自主戦略交付金で実施

渡島噴火湾 500 388 渡島砂原・八雲 34,600 34,568 99.9% 一部をH23地域自主戦略交付金で実施

えりも岬周辺 308 190 冬島・歌別・えりも 11,200 9,560 85.4% 一部をH23地域自主戦略交付金で実施

増毛 90 37 増毛丸平 2,400 2,400 100.0% H23地域自主戦略交付金で実施

1,981 781 61,700 55,922 90.6%

中間評価・事後評価時

合計

水産物供給基盤整備事業

1/1



内訳別紙①

事業名 漁港名 目標 実績 達成率
水産物供給基盤整備事業 豊岬漁港 26隻 → 25隻 96.2%
水産物供給基盤整備事業 初浦漁港 21隻 → 18隻 85.7%
水産物供給基盤整備事業 厚田漁港 59隻 → 58隻 98.3%
水産物供給基盤整備事業 日司漁港 22隻 → 13隻 59.1%
水産物供給基盤整備事業 上浦漁港 16隻 → 12隻 75.0%
水産物供給基盤整備事業 白神漁港 12隻 → 7隻 58.3%
水産物供給基盤整備事業 函館湯川 18隻 → 24隻 133.3%
水産物供給基盤整備事業 鷲別漁港 17隻 → 17隻 100.0%
水産物供給基盤整備事業 富浜漁港 41隻 → 39隻 95.1%
水産物供給基盤整備事業 別海漁港 79隻 → 81隻 102.5%
水産物供給基盤整備事業 興部漁港 26隻 → 37隻 142.3%

計 337隻 → 331隻 98.2%

漁港名 整備前
整備後
実施回数

実績
目標

（減少数）
実績

（減少数）
達成率

節婦漁港 4,486時間 → 2,976時間 2,976時間 1,510時間 1,510時間 100.0%

漁港名 整備前 目標 実績 達成率
茂辺地 0㎡ → 1,860㎡ 1,860㎡ 100.0%

漁港名 整備前 目標 実績 達成率
函館湯の川 0.0ha → 0.3ha 0.3ha 100.0%

漁港名 整備前
目標

見回回数
実績

見回回数
目標

（減少数）
実績

（減少数）
達成率

音調津 46回 → 15回 15回 31回 31回
えりも岬 20回 → 5回 10回 15回 10回

66回 20回 25回 46回 41回 89.1%

漁港名 整備前 目標 実績 達成率
虻田 0隻 → 40隻 47隻 117.5%

漁港名 整備前 目標 実績 達成率

忍路 45％ → 71% 71% 100.0%

漁港名 整備前
整備後
実施回数

実績
目標

（減少数）
実績

（減少数）
達成率

美谷（歌棄） 24回/年 → 0回/年 0回/年 24回/年 24回/年 100.0%

漁港名 整備前 目標 実績 達成率
尾岱沼 0人 1,287人 1,237人 96.1%

漁港名 整備前
整備後
実施回数

実績
目標

（減少数）
実績

（減少数）
達成率

茂草 1.0時間 → 0.5時間 0.5時間 0.5時間 0.5時間 100.0%

漁港名 整備前
整備後
実施回数

実績
目標

（減少数）
実績

（減少数）
達成率

厚瀬 57回 → 19回 27回 38回 30回 78.9%

２．安全な係留を図る漁船数

３．陸揚作業時間

４．排雪不要

５．災害時緊急
輸送待機所

６．荒天時の
見回り回数

７．プレジャーボート
の集積利用

８．係留施設の
漁港環境改善

９．陸揚待機回数

10．集落排水の
長寿命化

11．陸揚げ作業
時間の削減

12．漁船１隻あたり
の監視回数


